




























である。この作品は 1943 年に発表された南方系の作品 3）のうちのひとつ


























上演され、1944 年には 104 回、1945 年も終戦までに 38 回踊られている（星

































１．1943 年全国公演と 12 月の日比谷公会堂公演
《ビルマ・プエ》は 1943 年 2 月 7 日、大日本放送協会主催の南方皇軍慰
問帰還報告の会で初演された。石井みどりが南方の慰問から帰国したのは
1943 年 1 月末のことである。帰国してわずか 10 日あまりの間に作品の形







楽を野外で公開、人々は夜を徹して楽しむ（朝日新聞 1942 年 2 月 24 日東
京夕刊）」「ビルマの舞（朝日新聞 1942 年 6 月 30 日東京朝刊）」「ビルマ人
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日新聞 1943 年 10 月 1 日大阪夕刊）」「劇と漫才、唄と踊りと二輪加をつき
















イタル」、東京公演だった 9）。1943 年 12 月 11 日の公演は、ビルマ大使館、
ビルマ協会、日緬佛教婦人会、日本台湾基督教青年会などの後援を受けてい































ところがこの公演は、1943 年 11 月から戦争が激烈化したことで、ほと
んどその公演の様子が一般に伝えられることがなかった。1943 年 11 月 5
日から 6 日にかけて、日本は大東亜会議を開催 12）、それとほぼ時を同じく
五





























































それを補足する情報は、石井みどりらが帰国した翌年、1943 年 11 月 8
日の朝日新聞（大阪夕刊）が伝えている。それによれば、「ラングーンには
二百名近い団員を擁するビルマ一のプォエ劇団ポーセン一座」があり、その
















































































1942 年 10 月 8 日夕　 東京発
　　　　　　　　　　　（大阪各所で慰問公演）
10 月 14 日　楽洋丸に乗船
10 月 21 日　高雄着
10 月 26 日　高雄発
11 月 2 日　 仏印サン・ジャック着
11 月 4 日　 カンタン沖を通過（《英国東洋艦隊撃滅の歌》を洋上で演奏）
11 月 5 日　 昭南島到着
11 月 7 日　 慰問公演開始
11 月 11 日　ビルマ行きが宣告される
11 月 13 日　徳川夢声入院（慰問団から離脱）
11 月 15 日　昭南島発
11 月 22 日　ペナンを通過
11 月 23 日　ラングーン着・上陸、マンダレーに向かう、そのまま二手に
別れる
第１班（雲南方面班）
11 月 23 日　メイミョー（Meimyo）に向かう
11 月 24 日　シポー（Hsipaw）経由でラシオ（Lashio）着、慰問公演
11 月 25 日　クンロン（Kunlong） 公演
11 月 26 日　センウイ（Hsenwi）公演、ナンカン（Namhkam）公演
　　　　　　豊島珠江が入院（松島付き添い）
　　　　　　一行の人数がここで 15 名になる


















12 月 2 日　 自動車事故で岡山ワサ、蔡瑞月、古森美智子、小池博子が負傷
　　　　　　拉孟公演。負傷した 4 名は公演に参加できず。
12 月 3 日　 遮放公演 16）。伴奏なしの浪曲と歌だけの 1 時間の公演
12 月 4 日　 ラシオ着
12 月 5 日　 メイミョー、マンダレーを経由してメイッティーラ（Meiktila）着
12 月 6 〜 7 日　 メイッティーラ出発〜タウンギー（Taunggyi）着
　　　　　　　　タウンギー公演












* 石 井 み ど り の 記 述 か ら、 イ ナ ン ギ ャ ン（ イ ェ ナ ン ジ ャ ウ ン
（Yenangyaung））を訪問したことはわかるが、他の記録がなく行程が不明。
* 途中、イラワジ河で船が座礁し、通りかかった地元の人の船 2 隻に分乗
して川下りをしたというエピソードが知られる
12 月 10 日　ラングーンに戻る、１班と合流
12 月 11 日以降　３日間の慰問公演、３日目に梅中軒鶯童、帰国のため離脱
日程不明　　ラングーン発、ペナンへ
　　　　　　（この間にペナンで休養）


















12 月 28 日　徳川夢声、昭南島発
12 月 29 日　　徳川夢声、マレーシア・クアラルンプール着
12 月 30 日　　慰問団、クアラルンプール着、徳川夢声合流
1943 年 1 月 1 日　セレンバンに向かう
　　　　　　　　　ここでロンゲンの踊りと音楽に出会う
1 月 2 日　　　セレンバン発。クルアンで公演
1 月 3 日　　　クルアン発、昭南島着
1 月 10 日　　 昭南島を安芸丸で出港

















































































































































































その下には《マライの踊》の原曲 22）となった《Rasa Sayang》（楽譜では Rasa Saya と書かれている）



































































































































































































































































19）昭和 18 年 8 月に出版された『ビルマ民族誌』には、《カヤーザン
（kayāthan）》と記された楽譜がある。「シンガポール自由新聞の編集者
スント・クレア氏の手に成るもの」（シュウェイ・ヨー 2008 （1943）：































































































「邦人海外発展調査班派遣　世界各地に五特派員」1938 年 11 月 25 日『朝
日新聞』東京朝刊
「微笑と踊り　皇軍もてなすビルマ」1942 年 2 月 24 日『朝日新聞』東京
夕刊
「南方から銃後へ　兵隊さん大喜び　鮮かな日本の童謡や軍歌　ビルマ人の
慰安音楽會」1942 年 6 月 30 日『朝日新聞』東京朝刊
「新ビルマ　乾季 1　笛と踊り、火祭の頃」1943 年 10 月 1 日『朝日新聞』
大阪夕刊
「新ビルマ　プォエ 1　野天で夜通し見物」1943 年 11 月 6 日『朝日新聞』
大阪夕刊





















「石井みどり舞踊公演（広告）」1943 年 12 月 9 日『読売新聞』朝刊
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